
２０２０年  １月  １９日 

 主 日 礼 拝 

①８時半   ②10 時半     ③19 時 

 司  会  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②白川 達男兄  ③石井師 

賛  美   聖歌４８５番 & ～山を見ても感謝～ 

パウロの祈り① 

聖  書  ➀詩篇３４篇１～１０節 

      ➁テサロニケ人への第二の手紙３章１～５節 

特別賛美  宮川由起子姉 

メッセージ   ①「主に寄り頼む人は幸いなり」大川従道牧師 

      ➁「主がわたしのパイロット」石井 潤牧師 

献  金   聖歌６５１番 ＆ ～愛する主の～ 

祝  祷              〔献金当番：和田姉・青木姉〕 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美   ～主を待ち望む者は～ 
 

礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 
《今週のお知らせ》 

１．本日は「ファミリーの日」のため第二礼拝後の昼食はありません。 

２．今週の祈祷会は、☆早天祈祷会:明朝６時。☆木曜祈祷会:①10 時半～、ボ

ーマン・ルリ子師。②19 時半～、大和祈祷会映像。☆準備祈祷会:土曜夜８時。 

３．土曜午後２時～、千曲市の小山姉宅にてバイブルスタディが行われます。 

４．来週の日曜午後は、新年初の聖歌隊の練習が行われます。新隊員大募集！ 

 

 

 
 

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１/１９－/２６〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

チェック ○○ ○○○ ○○ ○○ ○○○ ○○○ ○○ ○○ 

新約 
マタイ５ 
－６章 

７－ 
９章 

１０－ 
１１章 

１２－ 
１３章 

１４－ 
１６章 

１７－ 
１９章 

２０－ 
２１章 

２２－ 
２３章 

1/27(月):長野家庭集会 2/2(日):誕生祝福式/聖書の学び会 ６(金):ＹＣＵ 

9(日):聖餐式/執事会 23(日)聖歌隊 27(木):ＷＯＧＡ 
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テサロニケ人への第二の手紙第３章１節〔リビングバイブル〕 
 

キリスト教では、私たちが用いている６６巻からなる聖書のことを「正典」と呼んでいます。

「正典」を英語では「Canon（キャノン）」。その一般的な意味は「規準」です。ですから、聖書

は私たちの人生の「規準」そのものであるということを意味しています。 

新約聖書中「聖書」と書かれているものは、直接的には「旧約聖書」を意味しています。

新約聖書が出来上がったのはＡＤ４００年頃なので、このパウロの時代から３００年以上経

ってから確立されました。では、パウロの時代の新約聖書に書かれた事柄はどのようにして伝

えられたかというと、今朝の第二テサロニケ３章６節に書かれてある「言伝え」によってイエス

様の語られた教え、クリスチャンたちが守るべき「規準」が伝えられていきました。 

ひとつの書物としての聖書が信者たちに与えられていたわけではなかったので、その「規

準」をしっかりと伝えることが簡単ではありませんでした。そのため、多くの異端が現れたり、こ

のテサロニケの人たちのように間違って受け止めてしまっていたことがありました。彼らの中には、

「主がすでにご再臨された」と間違って受け止めてしまい、もしそうなら、一生懸命に働くこと

もばからしいと、アンバランスな信仰生活となっていってしまった人たちもいました。 

私たちも、たとえ一冊の聖書を持っていたとしても、生きた神様の言葉として正しい信仰

をもって聖書のことばを受け止めていないと、「キャノン（正典）」が「キャノン（規準）」として私

たちの人生を導かなくなってしまうことが起こりえます。しかし、逆に聖書を正しい、生ける神

の言葉をして受け止めて、その信仰を成長させることができるならば、その人には１００倍、６

０倍、３０倍の実りある人生が保証されるのです。 

１８世紀に活躍した作曲家ベートーベンは、次のような信仰の言葉を遺しています。「全

能の主よ。あなたは、私の胸の奥にある私の魂をのぞかれ、私の心を見抜いておられます。

私の心の内に、人類への愛と、善をなしたいという欲求とが満たされているのを主よ、あなた

はご存じです(1802)」「私には友がいない。独りぼっちで生きていかなければならない。だが分

かっている。創造主は、誰よりも私の近くにおられるのだ。恐れずに、私は神に近づく。どんな

時でも、このお方が私と共におられることが分かる。そして私は、主がどのようなお方かというこ

とも知っている(1810)」。彼は孤独の中でも生きて働かれる神様を体験していたのです。 

「主がわたしのパイロット」 
～私たちの主への信仰とは～ 


